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要旨 

1955 年に設定された天然生林の試験地が 60 年を迎え調査を実施しました。現在は設定当初からあ

る立木（以下：既存木）の半数が枯死していますが、材積は増加しました。また 1975 年より調査を開

始した胸高直径が 6cm に達した立木（以下：進界木）については本数、材積ともに増加しました。材

積の割合は、この 60 年間では大きな変化は見られませんでした。 

 

はじめに 

 この試験地は亜高山帯に位置する天然生林分の推移についての生長量と枯損状況の把握、それに伴

う林分構造の推移の解明を行うために設定されました。 

 

1．調査地 

調査地は、岐阜森林管理署管内、落合国有林 65 ほ林小班の面積 4.42ha のうち、1955 年に１ha を

試験地として設定しました（図－1）。標高 1600ｍ、地質は火成岩、土壌型はＢＤですが、周辺土壌で

はＰW(h)Ⅲ型も見られる箇所となっています。下層は、ほぼ全域がクマイザサ、一部コケ型林床も見

られました。写真－１に見られるような林分となっています。                

           図－1．調査地の位置（試験地は右図、方形枠） 



写真－1．試験地内の様子 

2．調査内容と分析方法 

調査は 1955 年から５年ごと、1985 年以降は 10 年ごとに実施しています。調査対象は残存する既存

木と調査ごとに発生した進界木を対象にナンバープレートにより固体識別し、胸高直径、樹高、樹形

区分の追跡調査を実施しています。今回は全体の推移として、調査当時から 10 年ごとの本数、材積推

移の集計と、既存木・進界木ごとに分けた本数と材積推移について集計し比較しました。 

 

3．調査結果 

（1）試験地全体の推移 

10 年ごとの調査集計を表－1、図－2 に表しました。本数の合計では設定時の 1955 年調査では 366

本/ha 試験地内に存在しましたが、今回の 2015 年調査では 661 本が確認され、約 2 倍の増加となりま

した。材積の推移では、1955 年調査では 539 ㎥/ha に対し、2015 年では 656 ㎥/ha と約 100 ㎥/ha の

増加が確認されました。 

また枯損木と進界木の推移では、1975 年から 1985 年にかけての枯損木が多く、90 本となりました。

しかし、次回調査の 1995 年には 159 本の進界木の発生が見られました。枯損木が多く発生したことに

ついては、この地方に多くの被害をおよぼした 1981 年の 56 豪雪や 1983 年の台風 14 号などの影響が

考えられたと 2006 年の中部森林技術交流発表会では報告されています（１）。 

 

 

 

 



表－1．林分全体の推移 

図－2．林分全体の推移 

（2）既存木の推移 

 樹種については、3 区分に分類し推移を確認しました。この亜高山帯の主要となるトウヒ、サワラ、

コメツガ、シラベを主要木と区分し、ヒノキ他針葉樹を他Ｎ、広葉樹類を他Ｌと区分しました。  

既存木全体の本数割合は、設定時より減少し、現在 53％となりましたが、材積割合は 114％に増加

しました。この材積の増加は、残存する主要木や他Ｎの生長が多かったことが考えられました。 

またこの推移は（1）に示したものと同様な傾向が見られました（表－2、図－3）。 

表－2．既存木の推移 

図－3．既存木の推移 

（3）進界木の推移 

進界木では、1985 年と 2015 年の本数と材積の比較を行いました。1985 年に比べ 2015 年調査にお

いては本数、材積の割合は増加しました。シラベのように本数の減少が確認された樹種においても、

材積の増加が見られました。この増加は 1985 年当時の個体が生長したことが考えられました。また他

Ｌについては、本数の増加と 1985 年には試験地内に存在しない樹種の生育が確認されました（表－3）。  

樹種区分ごとの推移では 1975 年に主要木の本数は 130 本程度、他Ｌはわずか 30 本程度となってい

ました。1985 年以降、ギャップの影響か生長の良い他Ｌの本数が増加し、それに伴い材積も増加して

いることが確認できました。しかし他Ｎについては 1975 年以降も進界木は少なく、1975 年からある

個体の生長により材積が増加したことが考えらました（図－4）。 

写真－2 はササ生地における 1995 年と 2015 年の写真です。進界木や幼樹の姿は 1995 年撮影の中央

から左に見える樹高 3ｍ程度の他Ｌ以外は確認できず、未だに調査対象ではありませんでした。 



写真－3 はコケ型林床の箇所の比較ですが、1995 年撮影ではシラベやコメツガなどの進界木が生育

しているのが確認できます。ところが、2015 年撮影では折れ、立ち枯れにより枯死している個体が確

認できました。 

表－3．進界木の推移 

図－4．進界木の推移 

 

写真－2．ササ生地の比較 



 

写真－3．コケ型林床の比較 

（4）林分材積の推移 

林分全体の材積の割合を、樹種区分ごとに既存木と進界木に分けました（図－5）。1955 年時では主

要木の既存木が約 90％占めていました。進界木調査を開始した 1975 年以降も主要木は、既存木と進

界木の合計では、約 90％を占めていました。他Ｎも既存木と進界木をあわせると約４％、進界木が多

く発生した他Ｌも材積としては約 6％と、樹種区分ごとの割合では、ほぼ一定の割合を占めたままこ

の 60 年間は推移していることが確認できました。  

 

図－5．材積割合の推移 



4．考察 

 既存木の本数は減少しましたが、材積の増加が確認されました。これは枯損木よりも残存している

既存木の生長が上回ったため、材積が増加したことが考えられました。進界木においては、本数、材

積の増加が確認でき、主要木の生長と、ギャップによる環境変化により発生した他Ｌの増加によるも

のだと考えられました。また材積割合は 60 年間では主要木、他Ｎ、他Ｌの割合に大きな変化は無く、

1985 年以前の一時的なギャップ形成は見られたものの、林分構造を大きく変えるには至らなかったた

め、大きな林地攪乱は起きてはいないことが考えられました。 

 

おわりに 

今回の調査では、既存木の枯死と新たな樹種の進入による遷移の一部が、この 60 年の推移により

確認できました。今後も継続調査を実施し、天然林の林分推移の解明、天然林施業の参考に繋がれば

と考えます。 
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